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1. はじめに 

波長 575~590 nm で発光する黄色レーザーは

ニキビ治療や科学研究等の多くの用途に応じた、

幅広い研究がされてきた。特に医療分野では、

オキシヘモグロビンの吸収に優れているため、

毛細血管拡張症やその他の疾患の治療に 2 Wの

臭化銅レーザーが使用されてきた[1, 2]。近年青

色レーザーダイオード (LD) の出力向上により、

可視光ファイバレーザーの研究が増加している

[3]。これまでに LD 励起のマルチモードシング

ルコア Dy3+ドープファイバを使用した黄色レー

ザーの作製が報告されている[3, 4]。シングルモ

ードダブルクラッド構造のファイバにすること

で、高いビーム品質と高出力を備えたファイバ

レーザーを作製することが可能である[5]。その

ため、本研究では、シングルモードダブルクラ

ッド構造 Dy3+ドープ耐候性フッ化物ファイバ 

(Dy3+:SM-DC-WPFGF) を用いた黄色レーザーの

高出力化について報告する。 

2. 黄色ファイバレーザー構成とその特性 

本研究で使用した黄色レーザーの実験装置を

Fig.1に示す。Dy3+:SM-DC-WPFGFは波長 450 nm

の GaN-LD (OSRAM PLPT9 450LB_E) で励起さ

れ、5枚のレンズで集光し、ファイバの両端にミ

ラーを設置し、透過することでレーザー発振さ

れる。LD光の集光径は Fast軸が最小のとき Fast

軸:5.3 µm、Slow軸:19.1 µmであり、Slow軸が最

小のとき Fast 軸:11.8 µm、Slow軸:15.0 µm であ

った。このときのファイバの内クラッド径は

24.9 µmのため収まっている。レーザー入出力特

性について Fig.2に示す。ファイバ長は 64.6 cm、

Output coupler は 575 nm の透過率が異なる 4種

類を使用した。Output  coupler 22.2%のとき、シ

ングルモードの黄色ファイバレーザーでは世界

で初めてレーザーパワー190.5 mWを得た。 

今後さらにレーザーパワーを向上させるため

には、現在 42.5%のカップリング効率の向上が必

要不可欠である。これを改善するためには、集光

光学系を見直す必要がある。集光光学系を Fig.1

に示す 5枚のレンズから、Fast軸用シリンドリカ

ルレンズと Slow軸用シリンドリカルレンズ、非

球面レンズの 3 枚に変更し、カップリング効率

の向上を行う。 
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Fig.2. Input/Output characteristics which depends 
on transmittance of output coupler 

Fig.1. Experimental setup of Dy3+:SM-DC-WPFGF 
yellow  laser 
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